
　

蘇
陽
南
小
学
校
の
開
校
式
・
入
学
式
が
４
月
10
日
、
蘇
陽

南
小
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
菅
尾
・
大
野
・
馬
見
原
の

３
つ
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
た
学
び
舎
に
、
全
児
童
87
人
が

新
し
い
歴
史
を
刻
み
ま
し
た
。

　

開
校
式
に
は
、
新
２
年
生
か
ら
新
６
年
生
74
人
の
児
童
と

保
護
者
、
教
職
員
、
地
域
の
方
々
、
学
校
関
係
者
が
出
席
し

ま
し
た
。
式
で
は
校
章
・
校
歌
が
披
露
さ
れ
、
作
詞
作
曲
し

た
井
手
公
二
さ
ん
（
蘇
陽
中
学
校
校
長
）
の

指
揮
で
、
全
員
が
新
し
い
校
歌
を
歌
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、
13
人
の

新
一
年
生
が
、
在
校
生
の
大
き
な
拍
手
の
中

や
や
緊
張
し
な
が
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
入
場

し
ま
し
た
。
岩
下
勇
治
校
長
か
ら
入
学
の
お

祝
い
と
と
も
に
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
な
ど
３

つ
の
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
１
年
生
に

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
上
級
生
全
員

か
ら
「
い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
し
ょ
う
」
と
歓

迎
の
歌
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

蘇
陽
南
小
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
校
と

同
じ
よ
う
に
、
優
れ
た
学
習
環
境
を
生
か
し

た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

桜
の
開
花
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
児
童
87

人
の
楽
し
い
学
校
生
活
が
、
元
気
よ
く
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

矢
部
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部
が
発
行

す
る
広
報
誌
「
に
じ
」
が
第
32
回
熊
日
Ｐ

Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
矢
部
小
発
足
後
、
初
出
展
で

初
入
賞
で
す
。

　
「
に
じ
」
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
広
報
部
（
藤
川

美
奈
子
部
長
）
６
人
と
教
職
員
３
人
が
編

集
・
取
材
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
学
校
で

の
行
事
や
地
域
と
学
校
の
交
流
行
事
な
ど

を
広
報
委
員
が
交
代
で
取
材
、
児
童
の
声

を
交
え
な
が
ら
、
読
み
や
す
い
文
面
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
１
学
期
に
１
号
ず

つ
、
臨
時
号
１
号
と
、
昨
年
度
は
４
回

発
行
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
全
号
フ
ル

カ
ラ
ー
の
広
報
紙
。
臨
時
号
で
は
、
運

動
会
と
八
朔
祭
の
特
集
を
組
み
、
児
童

の
学
校
で
の
活
躍
を
各
家
庭
に
届
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
、
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌
づ
く

り
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

部
長
の
藤
川
美
奈
子
さ
ん
は
、「
元

気
な
矢
部
小
を
発
信
し
た
い
と
い
う

思
い
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
初
挑
戦
で
初
受
賞
は
と
て
も

う
れ
し
い
。
各
行
事
で
撮
り
た
め
た

子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
選
ぶ
こ
と

が
一
番
苦
労
し
た
こ
と
で
す
。
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
み

な
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。」
と
受
賞

の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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３
月
17
・
18
日
の
２
日
間
、
日
向
往
還

歴
史
ウ
ォ
ー
ク
in
山
都
町
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
雨
と
い
う
悪
条
件
で
し
た
が
、
２
日

間
４
つ
の
コ
ー
ス
に
８
８
５
人
が
参
加
。

参
加
者
は
歴
史
あ
る
街
道
を
歩
い
て
体
感

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
１
日
目
の
御
船
町

上
野
の
鼎
春
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
通
潤
橋

を
目
指
す
通
潤
橋
へ
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス
と

浜
町
散
策
コ
ー
ス
２
コ
ー
ス
。
そ
し
て
、

２
日
目
、
通
潤
橋
か
ら
馬
見
原
商
店
街
ま

で
の
馬
見
原
へ
が
ん
ば
れ
コ
ー
ス
と
馬
見

原
街
並
み
散
策
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
が
準

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
観
光
協
会
や
日
向
往
還
顕
彰

会
、
馬
見
原
ま

ち
づ
く
り
協
議

会
の
ガ
イ
ド
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の

方
々
が
、
コ
ー

ス
沿
い
の
公
民

館
を
開
放
し
、

お
茶
な
ど
を
提

供
す
る
休
憩
所
な
ど
を
設
け
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
千
寿
苑
で
、
日
向
往
還
の
歴
史

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
２
日
間
と
も
雨
で
、
コ
ー
ス
状

況
も
悪
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
が

最
後
ま
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
、

旅
人
を
支
え
た
地
域
の
方
々
の
も
て
な
し

が
、
大
会
を
支
え
て
い
る
と
感
じ
た
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
で
し
た
。

開校式で校歌を歌いました。（左が井手公二さん）

矢部小ＰＴＡ新聞「にじ」と
広報委員のみなさん

３代にわたりこの保育所を卒園した藤原
栄二さん（右・Ｓ36卒）、孫の駆くん（中・
Ｈ23卒）、息子の和也さん（左・Ｈ元卒）

保護者代表の
黒田裕一さん

最後の園児と卒園児による歌「へき地の四季」

日向往還歴史ウォーク記念シンポジウムのようす

１日目、八勢目鑑橋（御船町）

浜町散策コース

元気にお返事できました。
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　３月 17 日、別れを惜しむように降り続く雨の中、島木
へき地保育所の閉所式が行われ、最後の園児３人と保護
者、そして保育所を支え続けた地域の方々など、約 140
人が参加しました。
　島木へき地保育所は昭和 36 年、町立島木保育所として
開所されました。
　昭和 40 年に保育業務が地域に委託されて、まさに「地
域の保育所」となります。昭和 48 年にその管理を社会福
祉協議会に移してからも、地域の方々の思いは変わりま
せんでした。
　式では、思い出の写真スライドショーや、最後の園児
３人による踊りなどが披露され、出席者全員が最後まで
その閉所を惜しんでいました。
　最後の保護者代表としてあいさつした黒田裕一さんは、
「６年前から存続を希望し協議を重ねてきたが、ついに今
日の日を迎えてしまった。最後の年は行事を増やし、子
どもたちと過ごせたことは幸せ。51 年の歴史は、歴代保
護者や地域の方々、先生たちの熱意のおかげ。この保育
所に子どもを預けて良かった。」と、あふれる感情を抑え
ながらその思いを話しました。

惜しまれつつ島木へき地保育所　閉所惜しまれつつ島木へき地保育所　閉所

を
広
報

を
交
え

紹
介
し

つ
、
臨

発
行

カ
ラ

動
会

の
学

し
た

て
、

り
を部

気思クう子がわな

熊日ＰＴＡ新聞　　　　熊日ＰＴＡ新聞　　　　
コンクールでコンクールで優秀賞優秀賞
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